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前回開催の様子

2026年 秋シリーズ 入場無料

井戸端会議
い 　  ど 　  ば た

大正コミュニティセンター 4・5会議室
（千島2-6-15 大正会館2階）大正区役所向かい

9月26日 10：30
スタート土

in大正

通常の政治活動報告に加えて、その行政区選出の国・府・市会議員による地域課題
をテーマにしたパネルディスカッションを軸に、会場の皆さんと、ざっくばらんに意見
交換をさせていただく会です。春と秋の年2回、各区をめぐって開催しています。
入場は無料、どなたでもご参加いただけますので、お気軽にご来場ください。

〈参加パネラー〉 大正区選出議員

と
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ず
ま
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衆議院議員
東  徹

06-6681-0350

大阪府議会議員
金城 克典
06-6554-1616

大阪市会議員
出雲 輝英
06-6656-7903



野球場ゾーン

イベントゾーン

　港湾局が公募していた「鶴浜緑地の魅力創造・管理運営
事業」の、事業予定者が決定しました。現在、国交省へ計画の
認定申請中で、年内には契約を締結して、順次、施設整備が
始められる見込みです。近い将来、鶴浜緑地は、野球グラウン
ド、人工芝のサッカーコートと、イベント＆BBQ ゾーンなど
からなる、魅力的な施設に生まれ変わります。
　また、同施設は平常時に利用している施設や空間を、災害
時にはそのまま防災拠点や避難場所として機能させる仕組み
＝「フェーズフリー（防災）」コンセプトを採用しており、大正区
臨海部の安全性を大幅に向上させる計画ともなっています。

　副首都関連法とは、東京が大規模災害により機能不全
に陥った際、国の中枢機能を維持し、日本全体の経済活
動や国民生活を守ることと、東京一極集中による弊害を
克服し、多極成長型国家を形成することを主な目的とす
る法律です。
　本法律は7月31日に公布され、それから3か月以内に
施行されますが、施行後1年以内に政府が「基本方針」を
策定し、内閣に総理を本部長とする「副首都整備推進本
部」が設置されます。

会場アクセス

西  

成 西成区民センター ホール
（岸里1-1-5）Osaka Metro「岸里駅」徒歩1分

11月7日 土

最新情報はYouTubeから 
「維新伝心  東とおるちゃんネル」

東徹の情報はコチラから
ご覧いただけます

2026年「維新！井戸端会議」
秋シリーズ 開催スケジュール

住  

吉 錦秀会 住吉区民センター 小ホール
（南住吉3-15-56）南海高野線「沢ノ町駅」徒歩5分

10月31日 土
会場アクセス

会場アクセス

南  

港 ポートタウン西ビル 大会議室（南港中3-2-77 スーパーナショナル2階）
ニュートラム「ポートタウン西駅」徒歩1分

10月17日 土

住
之
江 すみのえ舞昆ホール（御崎3-1-17 住之江区役所 2F）

 Osaka Metro「住之江公園駅」徒歩11分

10月4日 日
会場アクセス

会場アクセス

大  

正 大正コミュニティセンター 4・5会議室
（千島2-6-15 大正会館2階）大正区役所向かい

10：30スタート

10：30スタート

10：30スタート

10：40スタート

10：30スタート

9月26日 土

鶴浜緑地が「防災×スポーツ×緑地公園」の地域拠点に
大正区だより

副首都の選定要件の詳細は、今後政令や基本方針で策定
されますが、基本的に次の３つを満たす必要があります。

我々維新の会は、
副首都・「大阪都構想」の実現を目指します！

①東京圏との同時被災の可能性が低いこと
②国の出先機関（地方支分部局）が立地しており、
　人口・経済も一定の規模があること
③道・府・県と政令指定都市との連携協約が結ばれて
　いる、または「特別区」が設置されていること

副首都関連法が成立副首都関連法が成立
（どこの区の会場でもご出席いただけます）


